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２０２０年重大ニュース 

 

2 月～ 新型コロナウイルス感染症に係る、さまざまな医療支援活動や寄付に協力 

DPAT 先遣隊の活動 

2 月 新型コロナウイルス感染症拡大防止につきご家族様の面会制限を開始 

2 月 インドネシアの国立精神科病院である 

「Rumah Sakit Jiwa Dr.Soeharto Heerdjan Jakarta 

（スハルトヘルジャン病院）」と姉妹病院となりました 

3 月７日 社会医療法人北斗会が堺市健康福祉局健康部より表彰 

精神保健福祉行政への長年の功績に対し感謝状が贈られました。 

3 月 18 日 ほくとクリニック病院が大阪出入国在留管理局より表彰 

日頃から精神疾患を有する外国の方々の診療、及び健康管理への多大な貢

献に対し感謝状が贈られました。 

3 月 29 日 ロータスクラブお花見中止。病棟の患者様を対象に車上花見を実施。 

以降ロータスクラブの行事を中止。 

4 月 感染症対策の病床を設置 

4 月 29 日   正面玄関にサーモグラフィーを設置 

5 月 16 日 メンタルケア室新設 

9 月 1 日 理事長交代式 

 澤 温理事長は会長へ、澤 滋院長は理事長・院長へ 

9 月 24 日 さわ病院へＰＣＲ検査機器導入 

ほくとクリニック病院へＰＣＲ検査機器導入（12 月） 

10 月 職員専用入口にサーモグラフィーを設置 

11 月 8 日 ロータスクラブ文化祭再開 

 感染予防を行い院内だけで再開 

12 月 Ｃ２病棟、Ｃ３病棟改修工事の完成 
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＊ロータスクラブより＊ 
 

文化祭より行事を再開致しました。 

まだまだ“３密”や感染予防を行いながらの開

催のため内容を縮小し、院内だけの開催となり

ました。開催の様子などを報告させていただき

ます。 

 

11月度ロータスクラブ「文化祭」 
 

 ロータスクラブ実行委員 

街中の木々が少しずつ色づき始めた11月8

日、ロータスクラブ文化祭が開催されました。

開催テーマは「コロナに負けるな！」。「密閉」

「密集」「密接」を避けて感染予防を徹底しつ

つ、離れた場所からでも人々の心を繋げ、楽し

かったロータスクラブをもう一度復活させる、

という前例にないチャレンジです。 

開催にあたってはプログラムを午前・午後

の二部制とし、会場・全病棟・デイケアを映像

で繋ぎ、演奏やゲームはＺＯＯＭ配信にして、

飽きないよう参加型で楽しんでもらうにはど

うしたらいいかなど思試行錯誤を重ねました。 

当日は、接続の不具合で開始時刻が少し遅

れてスタート。会場が不安に包まれたとき「よ

そでこれだけのことをやろうと思ったら2000

万はかかる―。業務しながら準備してくれた」

と北斗会会長の澤温先生（前ロータスクラブ

会長）が挨拶の中で仰ってくださり、気持ちを

持ち直すことができました。そこから司会お

二人が機転の利いたトークと笑顔で上手にプ

ログラムを進めてくださいました。 

最初は、保育室のスタッフが事前撮影して

くださったカトレア幼稚園のかわいい園児た

ちの映像でした。踊ったり、歌ったり、笑った

り…子どもたちの笑顔はコロナに負けないほ

ど輝いていました。 

次は、七星会音楽部の生ライブ＆映像。今回

は管楽器を使用せず、打楽器での演奏で、前日

まで業務終わりに集まって練習され、リモー

トでも素敵な音楽をしっかりとみなさんに届

けてくださいました。 

〇×クイズは係の方がアドリブを効かせて

進めてくださり、患者さんが楽しめるよう各

会場のスタッフが一生懸命動いてくださいま

した。あとで聞いた話には、集計は大変だった

ようですが患者さんはとても盛り上がってい

たそうです。 

オカリナ演奏では、ボランティアの小倉さ

んと北斗会会長が素敵な音を奏でてくださり、

「オカリナがこんなに綺麗な音だとは思わな

かった」とコメントされた患者さんもいらっ

しゃったそうです。 最後に、現ロータスクラ

ブ会長の澤滋先生からロータスクラブへの思

いとスタッフへの労いの言葉をいただき、無

事に会を終えることができました。 

アンケートは60枚回収、全体で8割強の方が

「大変良かった」「良かった」と評価いただい

た一方で、「食べ物以外の景品がほしい」「音

声が聞き取りにくかった」等貴重なご意見を

いただきました。今後の課題として、次回に繋

げられたらと思います。 

＊ご意見箱へのご投稿＊ 

〇俳 句 

Ｍ．Ｏ. 

・生きていく上り坂越え 赤とんぼ 

Ｉ．Ｍ． 

・落花生 カントリーバーのブリキの缶 

〇Ｐｏｍｅ   全てへ 

           ふくろう 

わからない人や物はそれでいい 

わかってくれる人や物はありがたい 

人にはそれぞれの考えや思いがあり 

似ている人もあり、違う人もある 

只、それはそれでいい 

そんなものだと・・・ 
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